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令和８年３月
全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会

幼児期に
「遊ぶ」を考える

幼児期に
「遊ぶ」を考える



　本会〈全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会〉は、年に一度、全国の教員による研究集会を開催

しており、今年度は第71回大会でした。近年はリモートでの開催が続いておりますが、リモート

の利便さも相まって、令和７年度は最多280余名が参加し学びを深めることができました。本リーフ

レットは、この研究集会の発表・学びをもとに作成されています。

　幼児教育を取り巻く状況は、時代とともにますます複雑かつ多岐にわたっています。保育にまつ

わる様々なことに心を配ることが求められ、多忙な日々と言わざるを得ません。そのような中、

私たちの研究集会では、令和５年度より令和７年度までの３年間「幼児期に『遊ぶ』を考える」を

テーマにしてきました。全国規模の仲間と『遊ぶ』に集中して考えることの幸せと貴重さを改めて

かみしめ、重要さを確かめ合うことができました。その成果が、本リーフレットとなっております。

　手に取ってくださるみなさまにとっても、幼児教育の核・根底となることに向き合うひと時を

過ごし、明日への活力につながれば幸いです。

発刊にあたって

全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会

（東京学芸大学附属幼稚園長）

部会長 山田　有希子
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「遊び」を捉える眼を問い直す　～ 幼児教育の基本を見つめ、未来を創る ～

文部科学省初等中等教育局　視学官　（併）幼児教育課　幼児教育調査官 横山　真貴子

　10年先を見据えた教育の議論が進められていま

す。令和６年12月の文部科学大臣による諮問を受

け、令和７年１月末から中央教育審議会教育課程部

会教育課程企画特別部会において、次期学習指導要

領等に向けた議論が始まりました。その議論は９月

末に「論点整理」として取りまとめられ、基盤とな

る考え方として、多様な子供たちの「深い学び」を

確かなものにし、「生涯にわたって主体的に学び続

け、多様な他者と協働しながら、自らの人生を舵取

りすることができる民主的で持続可能な社会の創

り手をみんなで育む」ことが示されました。

　現在、この論点整理を踏まえ、各教科等の専門部

会等で議論が展開されています。幼児教育において

も幼児教育ワーキンググループが、こども家庭審議

会幼児期までのこどもの育ち部会保育専門委員会

と合同会議をもちながら検討を進めています。論点

整理において、検討の方向性として示した「直接的・

具体的な体験の一層の充実」「幼児教育と小学校教

育との円滑な接続の推進」「地方自治体における支

援体制の充実・強化」を踏まえ、「育みたい資質・能

力の在り方」や「資質・能力の育成に向けた内容の

改善・充実」などについて、議論を重ねています。

　この議論において繰り返し強調されているのが、

幼児教育の基本である「環境を通して行う教育」と

「自発的な活動としての遊び」です。単に「遊び」

ではなく「自発的な活動としての遊び」と表現され

ていることに強いメッセージが込められています。

「遊び」とは何か、私たちの「遊び」を捉える眼が

問われています。「遊び」と称して、子供に一方的に

活動を提供していないか。遊びが、真に子供の興味

や関心に基づいた活動となっているか。子供は夢中

になり、没頭し、充実感や満足感を味わっているか。

遊びが「心身全体を働かせ、様々な体験を通して心

身の調和のとれた全体的な発達の基礎を築いてい

く」、幼児期特有の学習となっているか、改めて見

つめ直すことが求められているのです。

　国立大学附属幼稚園のみなさんは、『幼児期に「遊

ぶ」を考える』をテーマに３年間、研究を重ねてこ

られました。改訂に向かう議論に先立ち、「遊ぶ」主

体を意識化し、新たなまなざしで「遊び」を捉え直

そうと提言し、挑戦されてきました。今、まさに問

われている幼児教育の課題に着目し、先進的に実践

研究に取り組まれてきたのです。子供の視点から遊

びや活動を見つめ直し、事例研究や園内研修等を通

して子供の育ちや学びを丁寧に捉えることで、子供

理解を深め指導の改善につなぐ。「遊ぶ」を視座に

置きつつ、主体を幼児から広げることで、幼小接続

や子育ての支援の在り方を検討する。さらには社会

に実践を開き多様な他者と「遊ぶ」ことを語り合う

新たな取組を展開する。そうした成果が本リーフ

レットにまとめられています。

　子供たちは、これからますます不確実性が高まる

であろう時代を生きていきます。子供たち一人一人

が多様で豊かな可能性を花開かせ、自ら人生の舵を

取り、荒波を越えていく力を育んでいけるよう、附

属幼稚園のみなさんには、これまで以上に地域の、

そして日本の幼児教育を牽引する役割を果たして

いただきたいと願います。



【保育の質の向上①】
保育の在り方から「遊ぶ」を考える 秋田大学教育文化学部附属幼稚園
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【保育の質の向上①】
保育の在り方から「遊ぶ」を考える 岡山大学附属幼稚園
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【保育の質の向上②】
保育の基盤作りから「遊ぶ」を考える 宇都宮大学共同教育学部附属幼稚園
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【保育の質の向上②】
保育の基盤作りから「遊ぶ」を考える 香川大学教育学部附属幼稚園
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【組織や運営上の課題】
社会に開かれた取組から「遊ぶ」を考える 静岡大学教育学部附属幼稚園
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【組織や運営上の課題】
社会に開かれた取組から「遊ぶ」を考える 佐賀大学教育学部附属幼稚園
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【今日的な課題】
国の施策や現代的課題への取組から「遊ぶ」を考える 奈良女子大学附属幼稚園
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【今日的な課題】
国の施策や現代的課題への取組から「遊ぶ」を考える 熊本大学教育学部附属幼稚園



全国国立大学附属幼稚園研究テーマ一覧 令和８年２月現在令和８年度

園 　 名 令和８年度研究テーマ 公開研究会等開催日

北海道教育大学
附属旭川幼稚園

北海道教育大学
附属函館幼稚園

岩手大学教育学部
附属幼稚園

「質の高い保育の探求」
～遊びが“つながる・ひろがる”
　　　　　　　保育のデザイン～

「やってみたい」から「やりたいへ」
～遊びの質の変容をみとる～

“いま”を生きる×“これから”を
生きぬく力を育む保育（5年次）

就園前から架け橋期を見据えた教育
課程のあり方について（第 4年次）

ティンカリングに内在するイテレーション
を基盤とした STEAMへの誘い（仮）

共に創る保育～持続可能な社会の担い
手を育む教育課程の開発（５年次）～

ともに世界に意味を創り出す教育
をデザインする
ー「痕跡」から描き出す全体構想ー

「新しい自分を創る」～自立した
学び手が育つ探究的な学び～（仮）

自ら学びをつなぐ子どもの育成

遊誘財研究を生かした保育者の
専門性向上への取り組みⅢ

子どもの育ちと学びを支える
～心が動く状況づくりを探る～

子どもとともに遊びを創る保育者

保育の質を高める環境を探る

これからの「くらし」を考える
（２年次）

主体的な遊びを支える保育をめざ
して（3年次）

夢中になって遊ぶ子どもの姿を
求めて～学びをつなぐ～

子どもの主体的なかかわりを再考する
ーＥＳＤの視点に立った教育課程の
　　見直しに向けてー（４年次）

遊びの中の学びを見取る

「やってみたい」を支える保育

未定

未定

未定

未定

未定

未定

未定

学びをつなぐ教育課程の創造
～子どもと教師で共につくりだす生活～

「遊びこむ子どもを育む保育」
～挑戦したくなる場づくりと
　　　　　援助の工夫を通して～

持続可能な社会の担い手を育む
環境とその援助（第 5年次）

子どもの主体性を中心とした対話
的保育を考える

挑戦できる環境づくり
～「好き」を育み、「得意」を伸ばす～

子どもの未来につながる幼稚園の
暮らし  ～「自ら」を問い直す～

あきらめないでやり遂げる幼児の
姿を育む保育（三年次）（仮）

「子ども主体」の遊びを問い直す

見取りから保育を見つめ直す

「遊びを通した幼児教育」への
理解を深め広げる発信の工夫

保育を語る・語り合う
ー開かれた研修から
　　　　保育を問い直すー

環境を通した保育を見直す
～共に場をつくる、楽しむ～

みんなでつくろう未来の学校
プロジェクト（仮）

｢つくる」がうまれる暮らし
４年次　ーつながるー

未定

自ら動き出す子供の育成
ー心を動かし環境に
　　　働きかけて遊び込むー

子供の主体的な活動を支える
教師の役割　副題は未定

幼児の姿からつむぐ指導計画
(４年次）

未定

未定

好きが広がり、世界をひらく
遊びにおける展開の可能性を探る
（２年次）

“えらぶ・きめる・うけとめる”
を追う

探究心の根をのばす子ども
～ “自ら動き出す姿”を視点に
　　　　　　　援助を考える～

未定

心はずませ遊ぶ子どもを育む（仮）

弘前大学教育学部
附属幼稚園

秋田大学教育文化
学部附属幼稚園

宮城教育大学
附属幼稚園

福島大学附属幼稚園

山形大学附属幼稚園

宇都宮大学共同
教育学部附属幼稚園

茨城大学教育学部
附属幼稚園

埼玉大学教育学部
附属幼稚園

群馬大学共同教育
学部附属幼稚園

東京学芸大学附属
幼稚園小金井園舎

千葉大学教育学部
附属幼稚園

お茶の水女子大学
附属幼稚園

東京学芸大学附属
幼稚園竹早園舎

新潟大学附属幼稚園

山梨大学教育学部
附属幼稚園

金沢大学人間社会学域
学校教育学類附属幼稚園

富山大学教育学部
附属幼稚園

信州大学教育学部
附属幼稚園

福井大学教育学部
附属幼稚園

静岡大学教育学部
附属幼稚園

上越教育大学
附属幼稚園

愛知教育大学
附属幼稚園
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12 月中旬を予定

 ７月27日（月）

11月７日（土）

11月25日（水）

11月28日（土）

  1 月31日（土）

12月 5日（土）

  5 月30日（土）

11月28日（土）

10月31日（土）

10月29日（木）

12月５日（土）

未定

11月27日（金）

  ２月５日（金）

  １月23日（土）

11月 7日（土）

未定

  1 月23日（土）

  1 月23日（土）

  2 月11日（木）

  1 月29日（金）

  1 月29日（金）

  1 月29日（金）

２月  幼小交流活動
のみ公開

未定

  6月13日（土）年長
11月13日（金）年中・少

11月 4日（水）＊附属義
務教育学校と合同開催

６月24日（水）～
　　６月26日（金）

6月24日（水）
1月28日（木）

６月４日（木）

10月22日（木）

  6 月25日（木）
10月29日（木）

11月13日（金）
11月14日（土）

  6月13日（土）

11月14日（土）

  1 月下旬予定

  ２月５日（金）

12月 5日（土）

10月30日（金）

  ６月19日（金）

  6 月13日（土）

10月31日（土）

6月23日（火）・11月13日（金）
1月21日（木）

実践研究会 ７月４日（土）
幼児教育研究会 ２月 13日（土）
保育を語る会
６月５日（金）・10月２日（金）
学年別公開保育検討会
５月29日（金）・６月２日（火）
６月 12日（金）
研究協議会１月29日（金）

一般公開保育
5月19日（火）・6月 15日（月）
9月 15日（火）・11月10日（火）
2月 4日（木）

保育トーク 6月27日（金）
四校園合同 11月7日（土）

三重大学教育学部
附属幼稚園

滋賀大学教育学部
附属幼稚園

大阪教育大学
附属幼稚園

京都教育大学
附属幼稚園

神戸大学附属幼稚園

兵庫教育大学
附属幼稚園

奈良女子大学
附属幼稚園

奈良教育大学附属幼保
連携型認定こども園

島根大学教育学部
附属幼稚園

鳥取大学附属幼稚園

広島大学附属幼稚園
（東広島園舎）

岡山大学附属幼稚園

山口大学教育学部
附属幼稚園

広島大学附属幼稚園
（三原園舎）

香川大学教育学部
附属幼稚園

鳴門教育大学
附属幼稚園

愛媛大学教育学部
附属幼稚園

香川大学教育学部
附属幼稚園（高松園舎）

福岡教育大学
附属幼稚園

高知大学教育学部
附属幼稚園

長崎大学教育学部
附属幼稚園

佐賀大学教育学部
附属幼稚園

大分大学教育学部
附属幼稚園

熊本大学教育学部
附属幼稚園

鹿児島大学教育学部
附属幼稚園

宮崎大学教育学部
附属幼稚園
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全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会
事務局：東京学芸大学附属幼稚園

近畿地区奈良大会
滋賀大学教育学部附属幼稚園
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  9 月30日（水）

11月18日（水）

 ６月４日（木）

園 　 名 令和８年度研究テーマ 公開研究会等開催日


